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第14回布の絵本全国コンクールにて『織物のまち大賞（最優秀賞）』受賞

問町立図書館　撒（57）2811

　群馬県桐生市で開催された第１４回布の絵本全国コンクールで、布絵本製作ボ

ランティア「ひまわり糸の会」のオリジナル作品『ふくろう』が、応募総数７２点の

中から『織物のまち大賞（最優秀賞）』を受賞し、１２月１９日（金）にひまわり糸の

会のメンバーが町長を表敬訪問しました。

　ひまわり糸の会は、子どもの発達に役立つような仕掛けのある布絵本や、今

回受賞した『ふくろう』をはじめ『煉瓦窯』など、町にちなんだ布絵本を作成して

います。ぜひ図書館で作品をご覧になり、手で触れてみてください。

　

 

　その後、他の自治体で発生する様々な事件や、不審者

の対策も影響したのか、町中で誰とでもあいさつをする

ことは少なくなってしまいました。しかし、自分の生活

する地域では、近所の人はもちろんのこと、顔見知りで

はない人ともあいさつをします。

　人間には、会うこと、関わることが多くなると相手に

親しみを感じる「単純接触効果」という心の働きがあり 

ます。接触回数が増えれば増えるほど、好意的な態度が

形成されるので、親密な関係を構築し維持するために、

あいさつはとても効果があると思います。さらに、私達

には「何かをしてもらったらお返しをしなければ」と思う

「返報性」という心理もあるので、あいさつによって優し

い気持ちの交換が行われることになります。

　地域の人々とより良い人間関係を築くことができれば、

ストレスも少なくなり、今まで以上に安心して生活でき

る町になると信じています。自分の大切な日々を穏やか

な心で過ごすための工夫です。

　私達家族が野木町に引っ越して来たのは、今から３０年 

以上前のことです。転居を考えていた頃、ある新聞に 

野木町の方が投稿した文章が掲載されていました。題名

は、はっきり記憶していないのですが「あいさつの町」

だったと思います。

　「野木町では出会った人と誰とでも気持ちの良いあい

さつをする。あいさつを通したふれあいのある町」とい

う内容でした。私はその文を読んでとてもうれしい気持

ちになり、野木町に転居するきっかけにもなりました。

　実際に生活をしてみると、書かれていた通り、出会う

人と誰とでもあいさつを交わす温かく素敵な町でした。

初対面の人とでも笑顔であいさつをし合う喜びは今でも

忘れられません。
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あいさつの効果

健康タウンのぎ事業が開催されました

問健康福祉課　撒（57）4171

　１２月７日（日）、健康タウンのぎ事業が行われ、約２００名の方が参加しました。
　健康講演会では木村医院院長 木村徹先生による、「あなたのお塩の摂り方、
大丈夫？～血圧にまつわるエトセトラ～」の演題での講演と、塩分濃度１％
と０．５％のみそ汁を試飲して比較しました。
　また、フレイル・認知症予防のための音楽療法や運動教室、食生活改善推
進員による親子でクッキング教室、小山歯科医師会・母子保健推進員のご協力
のもと、子どものフッ素歯面塗布、口腔がん検診を行い、多くの方に健康に
関する意識の高揚と啓発を推進することができました。
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　株式会社小島製作所様（本社：岐阜県 

岐阜市）より、企業版ふるさと納税とし

て１００万円のご寄附をいただきました。

　１月１９日（月）、株式会社小島製作

所の大澤章人代表取締役、大澤かすみ 

専務取締役が来庁され、町長に目録が

手渡されました。また、町からはご寄

附に対し善行表彰を行い、町長から表彰状が手渡されました。

　町が進める地方創生の取り組みのうち、「ひとが集い、安心して暮らす 

ことができる地域を作る事業」に有効活用させていただきます。大変あり

がとうございました。

　足利小山信用金庫様より現金５０万円

のご寄附をいただきました。

　１２月２４日（水）、足利小山信用金庫

の冨田隆理事長が来庁され、町長に 

目録が手渡されました。また、ご寄附

に対し町長から感謝状が手渡されまし

た。町の教育推進のために有効活用 

させていただきます。大変ありがとうございました。

野
木
町
観
光
大
使

　赤
羽
み
ち
え
先
生
連
載
第
�
号
142

トピックス ～町の話題～

ご寄附をいただきました 株式会社小島製作所 様

問上下水道課　撒（57）4251

ご寄附をいただきました 足利小山信用金庫 様

問政策課　撒（57）4116

問政策課　撒（57）4101

上下水道料金等審議会より答申を

受けました

　１２月２３日（火）に、日本ピストンリン

グ株式会社代表取締役社長 高橋輝夫様

より、社会貢献活動の一環として、大

容量ポータブル蓄電池ならびに蓄電池

用ソーラーパネルのご寄附をいただき、

町からは感謝状を贈呈しました。

　ご寄附いただいた大容量ポータブ

ル蓄電池ならびに蓄電池用ソーラーパネルは、主に指定避難所において、

活用させていただきます。大変ありがとうございました。

問総務課　撒（57）4112

災害対策用品のご寄附をいただきました

　上下水道は生活基盤を支える重要な
役割を担っていますが、水需要の減少、
物価高騰や施設老朽化に伴う費用増加
など、事業を取り巻く環境は厳しさを
増しています。上下水道事業を将来に
渡って持続的に運営していくため「適
正な上下水道料金等の水準」について、 
令和６年１１月に町長から本審議会へ諮問をし、審議会において全４回の
審議が行われ、１２月２４日（水）に町長へ答申が提出されました。


